
第７回東神楽町地域自治推進条例策定検討委員会議事録 

日時：令和７年７月２５日（金）１７：００～１７：５５ 

場所：東神楽町複合施設はなのわ B 棟６、７号室 

特別職：山本町長、鳥毛副町長、金谷教育長 

事務局：まちづくり推進課小畑課長、地域の元気づくり課伊藤課長、まちづくり推進課遠藤

係長 

委員 ：原田会長、宮口委員、吉田委員、早勢委員、畑中委員、本間委員、小滝委員、棚田

委員、佐藤委員、林委員、長谷川委員 

 

【原田会長】 

［開催の挨拶］ 

今まで６回やってきました。６月にパブリックコメント、住民説明会を行った。 

 

【遠藤係長】 

お手元にパンフレットを配布しています。イメージなので終了後回収いたします。 

検討経過を資料にまとめています。住民説明会につきましては、稲荷地区で先行して実施、

ふれあい交流館でも実施しました。前文への指摘がありました。他自治体での事例が知りた

いという質問もありました。東神楽町が独自に取り組んでいくものという説明をしました。

より具体的な内容を盛り込むべきという意見については、理念条例としての主旨を説明。 

前回の検討委員会との比較で新旧対照表を付けています。条文上の修正、誤字脱字の修正を

しました。前文の「参画」については「参加」に修正しました。 

本日、承認頂けましたら提言書の提出をさせて頂きます。 

今後、町としても自治組織の活動維持のため、将来的な予算化も視野に入れ検討しておりま

す。条例は９月の定例化に提出する予定です。承認頂ければ今回で検討委員会は最後となり

ます。 

 

【原田会長】 

ご意見ありますでしょうか。 

 

【早勢委員】 

参加は、決められた行事に参加するだけのように感じる。参画を入れてほしい。 

 

【遠藤係長】 

おっしゃる通りかと思います。ぜひ、他の委員の方のご意見も。 

 

【原田会長】 



早勢委員の意見も最もかと思います。 

 

【山崎教授】 

住民参加、市民参加のほうが一般的かと。教科書、政治学的にも参加として使うことが多い

ように思います。参画は行政が仕組みとして用意したものに携わるような位置づけと理解

しています。幅広い参加の使い方で良いのではないかと思います。 

 

【青木教授】 

条文のどこに使われているのでしょうか。 

 

【遠藤係長】 

２か所使用されています。 

解説書にそのような説明を書く手法もあるかと考えます。 

 

【牧野教授】 

専門が違うので定義が違うと思いますが、参画のほうが立案から住民が関わるということ

でより広いと考えます。地域住民の参加・参画についてはどう解釈するか、定義するか。 

 

【遠藤係長】 

事務局として広い意味で捉えております。 

パブリックコメントでは「参画」だと計画ではないかという意見がありました。 

 

【早勢委員】 

ふつうは参加だが、使い慣れない参画を使うことで、住民は考えるのではないか。 

 

【山崎教授】 

他の理念条例は「参加」で統一している。参画を使用する場合は、解説書に記載する方向が

良いのではないか。 

 

【牧野教授】 

参加は受け皿を作ってもらってという認識。 

 

【本間委員】 

一般住民からすると、難しく考えなくて良いのでは。参画は難しいように感じる。わかりや

すい言葉を使うべきでは。 

 



【小畑課長】 

実際の意見のニュアンスは、参画は企画にかかわる印象で少し固い。もっと広く開かれてい

るという意味では、参加のほうがニュアンスとしていいのではないかと感じます。 

 

【原田会長】 

説明は解説書でお願いします。 

その他には、まとめてご意見等は。 

パンフレットは委員さんには素案として配布してはいかがか。 

それでは、なければ提言書の提出に移ります。 

 

［提言書の提出］ 

 

【遠藤係長】 

最後に記念撮影をさせて頂きます。 

 

【牧野教授】 

３月で東大を退任しまして。 

社会教育の分野でも東神楽町は有名なところで、公民館活動をはじめ、自治意識を持ち自分

たちでやる意識があるところだと思います。理論と実践を繰り返し、進めて頂きたいと思い

ます。国の教育政策もからめ申し上げますと、社会教育主事が全国に広がり、人々がお互い

に学びあっていく人材育成も進んでいます。東神楽町も全国のモデルのひとつになってい

けばというおもいです。 

 

【山崎教授】 

作ってお終いではなく、具体的にまちづくり計画でどうなっていくのか。札幌市の町内会サ

ポート条例の成果については、町内会の活動保障、町内会デジタル化・スマホ講座、保険、

財政支援拡充、不動産会社との相互理解、企業の認定、などを聞くことができた。東神楽町

とは違うが、理念条例の具体化としての参考例。これから東神楽町がどうなっていくのか。 

 

【青木教授】 

最初は自治基本条例のようなものかと考えていたが、それとは違い刺激を受けました。個人

的にはつながりにくくなる状況が増えていると感じる。独身、独居が増えて家族のパワーが

減っていることが今日の問題意識です。公民館活動のアップデートなどを感じています。互

いの顔が見える関係という部分に大きな意味を感じています。顔が見える人との関係を大

切に、東神楽町は新しい価値観も入ってきているが、そのなかでもアップデートしつつ関係

を守っていく。とても良い刺激を受けました。 



【山本町長】 

皆様に感謝を申し上げます。公約としてやってきたが、コミュニティの価値が必要であるこ

とを認識し大切な議論の場だったと感じています。 

国全体としても地域コミュニティは大事で、かたちになってきている。他の地域に比べても

コニュニティを大事にする条例を作れたことは東神楽町の良さだと考えます。地区別計画

のなかでより説明し、今後も皆様の協力のもとこの条例を育てていければよいと思ってお

ります。皆様どうもありがとうございました。 

 

【原田会長】 

［閉会の挨拶］ 

 


